
 

 

 

 
ＪＲ駅舎を交流スペースに ～防府市富海『ＪＲ富海駅』～ 
駅舎の老朽化に伴い､防府市が約４,６００万円の事業費を投入して地域交流スペース
として建て替えられました。 
今後､併設する駐輪場も整備され､今年３月に供用開始される予定です。 

いよいよ地域運営組織（RMO）が動きはじめます！  
令和 5 年度も､あと 2 ヶ月になってしまいました。 

令和 6 年度からはいよいよ地域運営組織が始動します！ 

希望ある未来の埴生を創造するため､みなさんが主役となり進めて行きます！！ 

      埴生地域交流センター 地域づくり支援員 久保田 宏司
TEL：0836-76-0066 Mail：habu-center@city.sanyo-onoda.lg.jp 

インスタグラムで 
情報共有します。  
登録お願いします。 

その他の先進地についても山口県ホームページでも 

紹介されています。

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/life/208375_388821_misc.pdf 

▽△ ほかの地域では… △▽ 
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ＲＭＯについてもっと知っていただくため､下記の通り説明会を開催します。 

概要や進捗状況の説明､今後の地域づくりに関するワークショップを実施する予定です。  
２月 14 日（水）１８：００ ～ ２０：００ 津布田会館 
２月 15 日（木）１８：００ ～ ２０：００ 中村公会堂 
２月 16 日（金）１８：００ ～ ２０：００ 青年の家 体育館 
２月 17 日（土） ９：００ ～ １１：００ 埴生地域交流センター 

 
※準備の都合上、参加していただける方は､ 
埴生地域交流センターへ電話でお申込みください。TEL（０８３６）７６－００６６ 

 
民間企業と連携した『無料通院バス』の試行 ～防府市小野地区～ 
地域と民間企業(薬局)が連携し､通院の交通手段に困っている地域の皆さんを対象に
した無料通院バスの試行運行が始まりました。 
車両・運転手・燃料は薬局が負担し､地区内の 40 名が利用する見込みです。 

 
地域商社として「地元発着型の産業づくり」 ～㈱四万十ドラマ～ 
地域の山や川がベースとなり、地域の独自性が産業になることを目指して、多種多様
な商品開発や事業を展開されています。 
芋や栗の生産・加工をはじめ道の駅やカフェの運営等にも取組まれています。 

 
地域で｢食｣に関する課題を解決 ～山口市南部地域特産品開発会議～ 
山口市南部地域の｢食｣に関わる生産･加工･販売を担う各分野の方々と､地域を支える
商工会･自治体･観光団体･教育機関等が連携し活動されています。 
食から地域を活性化させる様々な取組みを展開されています。 


